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地
熱
・
地
中
熱

地中熱・温度差熱など有効活用

「
再
エ
ネ
熱
利
用
設
備
」

補
助
金
交
付
先
17
件
を
採
択

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
協
議
会（
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ｃ
）

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ
？
、
Ｙ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ
？

千
葉
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
准
教
授

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座
代
表
理
事

佐
藤
建
吉

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
㉖

「
Ｎ
ｏ
ｔ

Ｉ
ｎ

Ｍ
ｙ

Ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｙ
ａ
ｒ
ｄ(

略
し

て
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ)

」
は
、
あ

る
対
象
が
必
要
な
こ
と
は
分

か
る
が
、
そ
れ
が
近
く
に
は

あ
っ
て
ほ
し
く
な
い
、
と
考

え
る
人
間
の
性
（
さ
が
）
を

言
い
表
し
て
い
る
。
そ
の
対

象
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
大
き

な
も
の
に
は
原
子
力
発
電
所

や
放
射
能
・
核
施
設
、
軍
事

施
設
な
ど
が
あ
り
、
次
に
は

火
葬
場
や
ご
み
施
設
、
ま
た

歓
楽
街
や
カ
ラ
オ
ケ
店
な
ど

も
そ
う
で
あ
る
。

人
間
の
性
（
さ
が
）
と
書

い
た
の
は
、
本
質
的
に
ヘ
イ

ト
（
ｈ
ａ
ｔ
ｅ
）
す
る
対
象

に
対
し
て
で
あ
る
が
、
そ
れ

ば
か
り
で
は
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
普
及
段
階
に
あ
る
対
象

の
場
合
に
は
、
認
知
が
不
十

分
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
疎
外

す
る
気
持
ち
に
な
り
、
Ｎ
Ｉ

Ｍ
Ｂ
Ｙ
と
さ
れ
る
も
の
も
あ

る
。
興
味
深
い
と
感
じ
る
場

合
は
そ
う
で
は
な
い
が
、
従

来
か
ら
の
慣
習
を
打
ち
壊
す

よ
う
な
対
象
に
つ
い
て
は
、

保
守
的
な
気
持
ち
が
先
行
し

て
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ
と
さ
れ
る
。

新
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ

ザ
イ
ン
な
ど
も
同
類
で
あ

る
。
か
つ
て
、
蒸
気
鉄
道
も

し
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

時
間
経
過
に
よ
り
便
利
さ
が

理
解
さ
れ
、
む
し
ろ
Ｙ
Ｉ
Ｍ

Ｂ
Ｙ
と
さ
れ
た
。
こ
こ
で
言

う
Ｙ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ
と
は
、
Ｎ
Ｉ

Ｍ
Ｂ
Ｙ
の
対
極
で
あ
り
、
Ｎ

ｏ
ｔ
の
代
わ
り
に
Ｙ
ｅ
ｓ
と

し
て
肯
定
・
歓
迎
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
世
論
の
力
が

大
き
い
。
や
は
り
煙
の
上
が

る
火
葬
場
は
生
活
空
間
に
は

望
ま
れ
ず
、
普
及
段
階
は
あ

り
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で

も
、
火
葬
場
や
墓
地
の
近
く

に
家
を
求
め
る
場
合
は
、
も

は
や
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ
と
は
言
え

な
い
。
お
彼
岸
の
時
の
線
香

の
匂
い
は
心
地
よ
い
も
の
で

も
あ
る
。
終
末
施
設
に
事
例

を
取
り
上
げ
る
と
、
高
齢
化

の
進
ん
だ
現
在
、
駅
前
の
便

利
さ
ゆ
え
に
葬
儀
式
場
が
メ

モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
と
呼
ば
れ

て
多
数
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

も
は
や
便
利
な
施
設
と
し
て

認
知
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
も

あ
る
。

原
子
力
発
電
所
は
、
Ｎ
Ｉ

Ｍ
Ｂ
Ｙ
だ
ろ
う
か
、
Ｙ
Ｉ
Ｍ

Ｂ
Ｙ
だ
ろ
う
か
。
こ
の
選
択

に
つ
い
て
は
、
交
付
金
や
補

償
金
な
ど
に
よ
る
地
方
経
済

支
援
と
引
き
換
え
に
、
Ｎ
Ｉ

Ｍ
Ｂ
Ｙ
を
Ｙ
Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｙ
に
す

る
多
数
工
作
が
行
わ
れ
て
き

た
。
こ
れ
に
は
、
２
０
１
１

年
の
東
北
大
震
災
で
露
呈
し

た
が
、「
安
全
神
話
」
の
読

み
聞
か
せ
も
、
効
能
し
た
。

い
ま
、
そ
の
神
話
を
別
の
教

義
に
替
え
委
ね
て
Ｙ
Ｉ
Ｍ
Ｂ

Ｙ
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
動

き
が
あ
る
こ
と
に
危
惧
し
て

い
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ
を
Ｙ
Ｉ
Ｎ
Ｂ

Ｙ
に
転
換
可
能
な
の
は
、

「
自
然
」
と
い
う
言
葉
を
冠

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
す
な
わ

ち
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

る
。
そ
の
性
（
さ
が
）
と
し

て
特
定
可
能
な
要
件
は
、

「
再
生
可
能
」
と
い
う
特
質

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
土

地
柄
に
合
致
し
た
種
類
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
、
必
ず

Ｍ
ｙ

Ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｙ
ａ
ｒ
ｄ

に
は
あ
る
の
で
あ
る
。
太
陽

光
や
太
陽
熱
は
、
都
市
の
屋

上
空
間
に
潜
在
し
て
い
る
。

地
熱
源
も
そ
こ
に
は
あ
る
。

風
力
も
ビ
ル
風
を
利
用
す
る

工
夫
で
獲
得
で
き
る
。

ゆ
え
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
豊
か
な
自
然
環
境
に
満

た
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
し
か
な

い
、
と
は
言
え
な
い
。
む
し

ろ
、
都
市
に
お
い
て
も
エ
ネ

風力発電（左）とバイオマス発電（右）のカルトグラム表示

温度差エネルギー利用・地中熱利用で
採択されたゆの香（栃木県）

Column

用
す
る
社
会
は
、
都
市
に
で

は
な
く
、
地
方
で
の
暮
ら
し

や
生
活
に
、
価
値
と
意
義
を

見
出
す
こ
と
へ
の
精
神
的
な

Ｙ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ
が
あ
れ
ば
容
易

と
な
る
。
参
考
に
、
千
葉
大

学
の
倉
坂
教
授
の
グ
ル
ー
プ

が
ま
と
め
て
い
る
「
永
続
地

帯
」
の
風
力
発
電
と
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
の
都
道
府
県
別
賦

存
量
を
カ
ル
ト
グ
ラ
ム
と
し

て
図
示
す
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
に
対
す
る
地
域
性
を
実
感

し
、
眠
っ
て
い
る
自
然
資
源

を
揺
り
動
か
し
、
活
用
す
る

こ
と
を
選
択
し
た
い
。
そ
れ

は
核
廃
棄
物
を
静
か
に
地
中

な
ど
に
眠
ら
せ
よ
う
と
す
る

こ
と
と
は
真
逆
の
選
択
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ

と
Ｙ
Ｉ
Ｎ
Ｍ
Ｙ
を
思
慮
し
た

行
動
で
も
あ
る
。

環
境
保
全
を
考
慮
し
た
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
や
、

シ
リ
カ
回
収
技
術
な
ど
温
泉
地
と
の
関
係
も
重
視

安
比
地
熱
発
電
所
計
画
に
大
臣
意
見

地熱発電導入拡大に向け
新たな研究開発に着手
新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）

環
境
省

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進

協
議
会
（
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ｃ
）
は
１

月
７
日
、
２
０
１
４
年
度
補

正
予
算
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
熱
利
用
加
速
化
支
援
対

策
費
補
助
金
」
の
う
ち
、
新

規
事
業
分
（
最
終
締
切
）
の

公
募
で
集
ま
っ
た
申
請
案
件

有
用
な
資
源
と
し
て
回
収
す

る
こ
と
で
、
還
元
井
の
延
命

化
を
図
る
。

④
シ
ー
ド
循
環
法
に
よ
る
シ

リ
カ
ス
ケ
ー
ル
防
止
技
術
の

研
究
開
発

《
委
託
予
定
先
》
国
立
大
学

環
境
省
は
、
岩

手
県
八
幡
平
市
安

比
地
域
で
計
画
さ

れ
て
い
る
「
安
比

地
熱
発
電
所
（
仮

称
）」
の
設
置
計

画
段
階
環
境
配
慮

書
に
対
す
る
環
境

大
臣
意
見
を
経
済

産
業
大
臣
に
提
出

し
た
。
同
発
電
事

業
は
、
三
菱
マ
テ

リ
ア
ル
と
三
菱
ガ

ス
化
学
が
出
資
し
て
設
立
し

た
安
比
地
熱
が
、
八
幡
平
市

で
出
力
１
万
５
０
０
０
㌗
級

の
地
熱
発
電
所
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
も
の
だ
。

環
境
影
響
評
価
法
と
電
気

事
業
法
は
、
出
力
１
万
㌗
以

上
の
地
熱
発
電
所
の
設
置
・

変
更
工
事
を
対
象
事
業
と
し

て
お
り
、
環
境
大
臣
は
提
出

さ
れ
た
計
画
段
階
環
境
配
慮

書
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
大

臣
か
ら
の
照
会
に
対
し
て
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

る
。
今
回
の
環
境
大
臣
意
見

は
、
こ
の
手
続
に
沿
っ
て
提

出
さ
れ
た
。

公
表
さ
れ
た
環
境
大
臣
意

見
に
よ
れ
ば
、
計
画
は
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
の

観
点
か
ら
望
ま
し
い
も
の
」

だ
が
、
一
方
で
、
地
熱
貯
留

層
や
温
泉
と
い
っ
た
地
下
資

源
へ
の
影
響
、
排
出
さ
れ
る

蒸
気
や
硫
化
水
素
に
よ
る
植

物
へ
の
影
響
な
ど
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
次
の
２
点
に

留
意
す
る
と
と
も
に
、
環
境

保
全
措
置
の
検
討
に
当
た
っ

て
は
、
環
境
影
響
の
回
避
・

低
減
を
優
先
的
に
検
討
す
る

こ
と
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
た
。

（
１
）
温
泉
に
つ
い
て

既
設
温
泉
の
環
境
監
視
と

併
せ
て
適
切
に
調
査
・
予
測

お
よ
び
評
価
を
行
い
、
そ
の

結
果
、
既
設
温
泉
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
場
合
に
は
、

必
要
に
応
じ
て
環
境
保
全
措

置
を
講
じ
、
既
設
温
泉
へ
の

影
響
を
回
避
ま
た
は
極
力
低

減
す
る
こ
と
。

（
２
）
植
物
に
つ
い
て

事
業
実
施
想
定
区
域
お
よ

び
周
辺
に
は
特
定
植
物
群
落

に
指
定
さ
れ
て
い
る
オ
オ
シ

ラ
ビ
ソ
群
落
等
の
自
然
度
の

高
い
植
生
が
存
在
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
改
変
に
よ
る

影
響
、
冷
却
塔
か
ら
排
出
さ

れ
る
蒸
気
に
よ
る
着
氷
被
害

及
び
冷
却
塔
か
ら
排
出
さ
れ

る
硫
化
水
素
に
よ
る
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、

植
生
に
関
す
る
調
査
、
予
測

お
よ
び
評
価
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
オ
オ
シ
ラ
ビ

ソ
群
落
の
改
変
を
原
則
と
し

て
回
避
す
る
こ
と
。
さ
ら

に
、
そ
れ
以
外
の
自
然
度
の

高
い
植
生
の
改
変
を
回
避
ま

た
は
極
力
低
減
す
る
た
め
、

地
形
改
変
が
最
小
と
な
る
よ

う
配
慮
す
る
こ
と
。
加
え

て
、
必
要
に
応
じ
て
環
境
保

全
措
置
を
講
じ
、
周
辺
植
生

へ
の
影
響
を
回
避
ま
た
は
極

力
低
減
す
る
こ
と
。

法
人
富
山
大
学
、
国
立
大
学

法
人
九
州
大
学
、
三
菱
マ
テ

リ
ア
ル
テ
ク
ノ
株
式
会
社

地
熱
発
電
所
の
配
管
等
に

お
け
る
シ
リ
カ
ス
ケ
ー
ル
付

着
防
止
対
策
と
し
て
、
熱
水

中
の
過
飽
和
シ
リ
カ
を
、
シ

ー
ド
循
環
法(

※)

で
効
率
的

に
除
去
す
る
技
術
を
開
発
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
熱
発

電
所
の
配
管
や
還
元
井
の
閉

塞
リ
ス
ク
の
低
減
を
目
指
す
。

※
シ
ー
ド
循
環
法:

熱
水

中
に
シ
リ
カ
吸
着
能
力
を
有

す
る
シ
ー
ド
（
種
結
晶
）
と

な
る
物
質
を
繰
り
返
し
添
加

し
、
こ
れ
に
過
飽
和
シ
リ
カ

を
吸
着
さ
せ
る
こ
と
で
、
濾

過
・
分
離
し
や
す
い
形
に
す

る
方
法
。

温
泉
の
状
況
を
容
易
に
把
握

で
き
る
こ
と
を
目
指
す
。

③
還
元
熱
水
高
度
利
用
化
技

術
（
熱
水
中
の
ス
ケ
ー
ル
誘

因
物
質
の
高
機
能
材
料
化
に

よ
る
還
元
井
の
延
命
・
バ
イ

ナ
リ
ー
発
電
の
事
業
リ
ス
ク

低
減
）

《
委
託
予
定
先
》
地
熱
技
術

開
発
株
式
会
社
、
公
立
大
学

法
人
北
九
州
市
立
大
学
、
日

揮
株
式
会
社

還
元
熱
水
中
に
含
ま
れ
る

シ
リ
カ
を
、
精
密
鋳
造
用
バ

イ
ン
ダ
ー
用
途
等
に
利
用
可

能
な
品
位
で
回
収
し
、
地
熱

熱
水
か
ら
高
付
加
価
値
の
工

業
用
材
料
を
製
造
す
る
技
術

を
開
発
す
る
。
ス
ケ
ー
ル
の

原
因
物
質
で
あ
る
シ
リ
カ
を

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
）
は
１
月
14
日
、
環
境
保

全
を
考
慮
し
た
バ
イ
ナ
リ
ー

発
電
シ
ス
テ
ム
や
、
シ
リ
カ

ス
ケ
ー
ル
付
着
防
止
技
術
な

択
さ
れ
た
。
同
温
泉
は
「
２

月
末
に
工
事
を
開
始
し
、
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
に
は

完
成
さ
せ
る
計
画
だ
」
と
い

う
。Ｎ

Ｅ
Ｐ
Ｃ
の
こ
の
補
助
事

業
は
「
地
域
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
熱
導
入
促
進
対
策
事

業
」
と
二
本
立
て
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。「
地
域
再
エ
ネ

熱
導
入
」
は
、
地
域
に
お
け

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱

利
用
設
備
の
導
入
促
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事

業
。
地
方
公
共
団
体
、
非
営

利
民
間
団
体
、
地
方
公
共
団

体
と
民
間
事
業
者
が
連
携
し

て
行
う
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
熱
利
用
の
設
備
導
入
事
業

を
行
う
民
間
事
業
者
を
対
象

と
し
て
い
る
。

２
０
１
５
年
11
月
２
日
か

ら
11
月
30
日
の
公
募
期
間
中

に
、
22
件
の
申
請
が
あ
っ

た
。
今
回
採
択
さ
れ
た
17
件

の
内
訳
は
、
地
中
熱
利
用
８

件
、
太
陽
熱
利
用
７
件
、
温

度
差
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
・
地

中
熱
利
用
１
件
、
温
度
差
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
１
件
。

地
中
熱
利
用
で
は
、
地
下

水
熱
を
利
用
し
て
駐
車
場
の

融
雪
を
行
う
社
会
福
祉
法
人

み
ら
い
（
山
形
県
）
や
、
地

中
熱
を
熱
源
と
す
る
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
を
設
置
し
、
施
設
の

空
調
と
駐
車
場
の
融
雪
に
利

用
す
る
長
野
県
労
働
金
庫

（
長
野
県
長
野
市
）
な
ど
が

採
択
さ
れ
た
。
太
陽
熱
利
用

で
は
、
太
陽
集
熱
器
を
設
置

し
て
給
湯
に
利
用
す
る
太
田

医
院
（
山
形
県
）
や
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
不
老
乃
郷
を

運
営
す
る
平
成
会
（
東
京

都
）
な
ど
が
採
択
さ
れ
た
。

温
度
差
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
・
地
中
熱
利
用
で
は
、
排

湯
熱
と
既
設
井
戸
を
利
用
し

た
ヒ
ー
ト
ポ
ン
フ
を
設
置

し
、
温
浴
施
設
の
空
調
と
給

湯
に
利
用
す
る
温
泉
「
ゆ
の

香
」(

栃
木
県
日
光
市)

が
採

の
審
査
を
行
い
、
補
助
金
交

付
先
と
し
て
17
件
を
採
択
し

た
。

ど
、
新
た
な
研
究
開
発
テ
ー

マ
に
着
手
す
る
こ
と
を
発
表

し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
開
発

に
よ
り
今
後
の
さ
ら
な
る
地

熱
資
源
の
有
効
活
用
、
地
熱

発
電
の
導
入
拡
大
を
目
指
す
。

採
択
テ
ー
マ
お
よ
び
《
委

託
・
共
同
研
究
予
定
先
》

①
事
業
採
算
性
と
環
境
保
全

を
考
慮
し
た
バ
イ
ナ
リ
ー
発

電
シ
ス
テ
ム
の
た
め
の
タ
ー

ビ
ン
発
電
機
の
開
発
設
計

《
共
同
研
究
予
定
先
》
丸
和

電
機
株
式
会
社

地
球
温
暖
化
係
数
の
小
さ

い
低
沸
点
媒
体
を
採
用
し
、

環
境
負
荷
軽
減
が
可
能
な
高

効
率
地
熱
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電

機
を
開
発
設
計
。
磁
気
浮
上

軸
受
の
採
用
に
よ
り
潤
滑
装

置
を
不
要
に
し
、
よ
り
低
コ

ス
ト
で
環
境
に
や
さ
し
い
バ

イ
ナ
リ
ー
発
電
機
の
導
入
を

目
指
す
。

②
温
泉
と
共
生
し
た
地
熱
発

電
の
た
め
の
簡
易
遠
隔
温
泉

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装
置
の
研
究

開
発

《
委
託
予
定
先
》
横
河
電
機

株
式
会
社

温
泉
の
湧
出
状
況
を
、
連

続
的
か
つ
遠
隔
で
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
で
き
る
安
価
な
計
測
装

置
を
開
発
す
る
。
同
計
測
装

置
は
温
度
計
、
流
量
計
、
電

気
伝
導
度
計
、
通
信
モ
ジ
ュ

ー
ル
等
を
一
体
化
し
た
コ
ン

パ
ク
ト
な
も
の
と
し
、
発
電

事
業
者
や
温
泉
事
業
者
が
、

温泉への影響回避や、オオシラビソ
群落など希少植物への配慮を求める

ル
ギ
ー
を
地
産
地
消
で
き

る
の
で
、
Ｙ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
そ

の
源
の
種
類
が
多
い
の

で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
し

た
利
用
形
態
や
、
時
間
や

気
象
に
よ
る
変
動
や
過
不

足
へ
の
対
応
に
よ
り
進
め

た
い
。
昼
間
の
太
陽
光
と

太
陽
熱
の
同
時
利
用
、
風

力
や
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用

に
よ
る
補
足
や
補
完
、
水

力
や
地
熱
が
適
し
た
地
域

も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
た
利
用
が
出
来
る

の
で
あ
る
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利


